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私が捉える地域や社会の課題

☞ユースが社会の課題解決に取り組む必要がある

☞ユースが地域の人たちと繋がる機会が少ない

☞SDGsの時代⇒世代を超えた連携が必要

環境分野の課題

☞環境学習指導者の高齢化問題

(10年後には大半が70代)



アスエコの取組 「次世代指導者発掘・育成事業」

☞協力者:環境団体、大学、企業

「若者と一緒に環境学習を推進するために、発掘と育成を行う」

Step１：宿泊研修（１泊２日、犬島自然の家）
Step２：実践研修（環境学習出前講座などに同行して経験を積む）
Step3：環境学習指導者 登録

（かんきょう広場事業）

成果
☞受講15人 ⇒ 指導者登録 9人（H30年度実績）
☞ESD・SDGsについて学んだユース指導者を育成した
☞環境学習や環境イベントに携わるユースを発掘出来た

☞参加者：大学生・企業のユースなど



☞実行メンバー：環境団体・NPO・企業・小・中学校、高校、
大学の教員・大学生・行政（県、市）など

☞参加者 ：企業、学校、若者（小学・中学・高校・大学）、市町村、
環境団体、出前講座の依頼者、これまでの参加者など

☞内容：
AM ブース展示：54団体出展
PM 分科会（１１テーマ）：

アスエコの取組 「おかやま環境教育ミーティング」
（かんきょう広場事業）

「持続可能な社会を創るために色々な個人や団体が手を取り合って、
行動を起こすことで環境学習を推進する」

全体会
☞全体コーディネーター：日置三津子氏

（サントリー水育「森と水の学校」インタープリター）

・未来ある若者たちの集い～若者による若者のための環境会議～
・瀬戸内海の海ごみ問題に目を向けよう
・SDGsカードゲームを使った環境教育プログラムについて など



図１ 参加者の年代（回答数132） 図2 参加者の所属（回答数137）※複数選択あり

☞中学生、高校生、大学生の割合が30％を占めている
☞多世代の交流の場を創造出来た
☞過去最高の参加者数（244名）
☞多くの方の満足と次につながる学習や人脈作り
☞若い人たちが次の活動のきっかけになる機会の提供

「第７回おかやま環境教育ミーティング」
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その他 見つからなかった

見つかった

図3 あなたの次のアクションについて、
手ごたえやヒントが見つかったか（回答数111）

「アンケート結果 満足度 93.5点！！」

成果



☞協働者：岡山市（ESD推進課、公民館職員）・岡山NPOセンター
・社会人ユース・NPO団体ユース代表など

個人的な取組み

「SDGs×ユース・ネットワーク・ミ-ティング」

「ユースの活動促進のプラットフォーム作りを見据え、その第一歩
となるユース・ネットワーク・ミーティングを開催」

☞SDGsに興味・関心を持つユースを発掘できた

☞パートナーシップで目標を達成する意識が高まった

☞参加者：大学生・社会人ユース・NPO団体のユース代表・行政など

成果

（SDGsフォーラムin岡山2019の午前中に実施）

ユースの社会活動促進の場
「SDGsネットワーク岡山若者部会」

設立のきっかけになった



育てたい人材像

☞環境問題を自分事として捉え行動できる人
☞アスエコと一緒に環境学習を推進する人
☞社会問題を自分事として捉え行動できる人
☞未来は、自分で創れる！

変えられる！と考え行動できる人
活動によって起こしたい変化・変容

持続可能な社会構築のための担い手育成

マルチステークホルダーが手を組み・連携を強める

社会にムーブメントを起こす

☞ユースが地域課題について考える機会を増やす
SDGs目標17：パートナーシップで目標を達成しよう

☞ SDGs・ESDの視点をもつ若手の指導者を増やす


